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● 失敗の本質　祖父が徴兵され、大

陸で大変な思いをしたことは聞かされて

知っていました。米国で小学校に行き始

めたとき、同級生から日本は戦争

で米国に負けたことを何度も言わ

れ続けたことから、何が起こった

のか、幼い頃から考えるようにな

りました。失敗から学び、次に生

かすという姿勢は、何事において

も大事だと思います。

● 数学が育っていく物語　高校

数学や大学数学で出合う概念が、親

しみやすい文体で書かれているシリー

ズ。いきなり専門書に突入する前に、

どんな感じか、雰囲気をしっかりと知

ることができます。ちょっと先を知りた

い高校生にもお勧めです。

● 風の谷のナウシカ　1980 年代の米国では、

急成長する日本に脅威を感じてか、日本は「真似

ばかりで創造性のない国」「安い賃金で労働者を

こき使う国」「皆ロボットのように働く全体主義的

な国」として描写されていました。私自身、親の

母国であった日本にあまり興味がありませんでした

が、米国の大学に進学するか日本に戻るかを迷っ

ていたとき、ナウシカの映画に出会い、

圧倒されました。このような世界観を生

み出せる人がいる国に住んでみたいと思

いました。

● Rea l i z a t i on  o f 
Polylogarithms　著者

の Wildeshaus が、一般的

な場合にポリログの実現を

定義した論文。 博士課程

在学中、現シカゴ大学教

授の加藤和也先生の集中

講義でモチーフ的な対象

を構成することの難しさを実感しました。集

中講義の直後に、ポリログを利用すれば、モ

チーフ的な元が様々な場合に作られるという

可能性を示唆したこの本に出会って衝撃を受

け、ポリログを自分の研究テーマにしたいと

思うようになりました。

● Mindset（邦題：「やればできる！」の研究）　人間の「才

能」や「能力」は努力しだいでいくらでも伸ばせると信じてきました。

本書では、こういうマインドセットを持つと、様々な課題を前向き

に捉えることができることを、実際の心理学の実験結果に基づい

て説明しています。将来成功するための良いマインドセットを、学

生さんにもうまく伝えられたらいいなあと思っています。

● やわらかな心をもつ　2005 ～ 07 年にフラン

スに研究滞在したときに友人となった指揮者、佐藤

俊太郎さんに記念としていただいた本。指揮者の小

澤征爾と数学者の広中平祐の対談が書かれています。

佐藤さんとの付き合いを通して、音楽と数学は別世

界のようで、根源的なところでは共通することも多い

と感じることができました。

● ガラス玉演戯　未来世界の架空の人物、演戯名人ヨー

ゼフ・クヌヒトの伝記。音楽、芸術、数学を統合した「ガラ

ス玉演戯」という本の中核をなすゲームの描写に感銘を受

け、真剣に数学をやってみたいと思い始めました。昔は全く

気にも止めませんでしたが、最近、物語の衝撃的な結末に

ついて、その意味するところを深く考えるようになりました。


